






対象:1989 年 1 月から 1992 年 9 月に神奈川県立こども医療センター新生児未熟児病棟に

入院した極小未熟児で、修正40 週で酸素投与を要した慢性肺障害 15 例であり、現在入院

中の 1例を含む。

方法:心エコーによる肺高血圧の評価法は、表 2 に示した。肺高血圧に関連する指標をス

コアー化しその合計点数で肺高血圧の重症度を表現した。すなわち、肺高血圧が合併して

いない症例では 0 点、最重症の肺高血圧症例が 10 点とした。3～6 か月の定期的に、また

は呼吸器感染症などで再入院時に、心エコー検査を行ない、肺高血圧の程度を経時的に評

価した。


